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従いまして、本設備は知識のない人の取扱いは危険で、訓練した「管理者の育成」が必要です。 

防災設備は日常使わないため管理がおろそかになる傾向にありますが、緊急時に確実に役立つよう管理者は 

「正しい取扱い」を習得して「日常管理」を行ってください。 

 

１．この取扱説明書は管理者を含め関係者がいつでも利用できるよう管理してください。 

２．この取扱説明書の記載内容についての問い合わせは弊社担当部署までご連絡ください。 

３．この防災製品に異常が発見された場合や改修等を企画される場合は、弊社担当部署までご連絡ください。 

  防災設備の工事は有資格者の消防設備士が行うよう法律で定められております。 

４．この防災製品の保守・点検は製品内容を熟知している弊社にご用命ください。 

５．この取扱説明書は保証書や契約書ではありません。 

 
本文中に用いた表示記号は次のように区分しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたびは日本ドライケミカルの防災製品を設置してい

ただき、まことに有難うございました。 

この取扱説明書を、熟読のうえ安全に製品をお取扱 

いください。 

防災設備は日常使用するものではありませんが、緊急時に

は確実に機能を発揮しなければなりません。 

そのためには「正しい取扱い」と「日常の維持管理」が重

要です。 

又、防災設備は緊急時に火災を検知、消火するための機構

上、誤った取扱いをしますと「人的損害」、「物的損害」、

「二次災害等」の恐れが想定されます。 

！ 危 険

！ 警 告

！ 注 意

この表示は防災設備を誤って取扱った場合、死亡又は重症を負う等

の重大な人的被害の恐れが想定される事項を示しております。

この表示は防災設備を誤って取扱った場合、傷害等の人的被害の

恐れや、設備不作動などの機能に致命的な悪影響を及ぼす恐れが想定

される事項を示しております。

この表示は防災設備を誤って取扱った場合、本設備の機能障害、

誤作動、二次災害等の恐れが想定される事項や、本設備の機能維持

に必要な注意事項を示しております。



 
Ⅰ 操作方法 

 
 注 意 

防護対象物に対して風上の粉末モニターノズルを使用してください。 

 
Ⅱ 点 検 

 
 注 意 

●消防法に定められている定期点検を必ず実施してください。異常が発見された場合、至急、弊社又は専
門業者へご連絡ください。 
●本粉末モニターノズルの設置及び復旧、点検は、消防設備士等の有資格者が行ってください。又、分解
整備は弊社又は専門業者にご用命ください。 
●本粉末モニターノズルは、火災及び点検時以外、絶対に手を触れないでください。 

 

Ⅲ 定期点検（法定点検） 

 
 注 意 

●特定の防火対象物（消防法施行令別表第 1 号に掲げる防火対象物）に設置されている消火設備等の点
検は、定期的（機器点検は 6 ヶ月毎，総合点検は 1 年毎）に実施し、その結果を消防庁又は消防署長に
報告しなければなりません。（消防法第17 条の 3 の 3） 
また、特定の危険物施設に設置されている消防設備等は、消防法第 10 条第 4 項の技術上の基準に適
合しているかについて定期的（1 年に 1 回以上）に点検し、その点検記録を作成し、３年間保持しなけれ
ばなりません。（消防法第14 条の 3 の 2） 
従って、有資格者（消防設備士または消防設備点検資格者等）による法定点検を定期に実施してくださ
い。 
誤作動や不作動の原因となるとともに、消防法令違反として罰せられます。 
●点検の方法は、特定の防火対象物の場合は、昭和 50 年 10 月 16 日消防庁告示第 14 号の点検基準、
また、特定の危険物施設の場合は、平成 3 年 5 月 28 日消防庁通知消防危第 48 号の定期点検に関す
る指導指針に従うほか、本書の手順を遵守してください。誤作動や不作動の原因となります。 
●分解整備については3～5 年毎に実施されることをお勧めいたします。 

 

Ⅳ 日常点検 

 
 注 意 

本製品の機能維持のため、法定点検以外にも本書の手順に従って日常的に点検を実施してください。 

 

Ⅴ 施 工 

 
 注 意 

●落下等、衝撃を加えないでください。正常に機能しない恐れがあります。 

 

 
 注 意 

●粉末モニターノズルは、固定して消火活動上支障のない位置より防護対象物を有効に包含できるように
配置してください。又、防護対象物に対して常に風上より放射できるよう配置してください。 
●粉末モニターノズルの有効射程距離については、配管施工計画図を作成後に実施される「消火剤放出
時の圧力損失計算結果」を用いて別途定める計算ツールにて算出してください。 
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１．適 用 

本取扱説明書は粉末消火設備に使用される粉末モニターノズルとしてのＴ型ターレットノズルに

適用します。 

 
２．各部の名称 

図１を参照ください。 

 

 

 
図１．Ｔ型ターレットノズルの外形図 

 
３．製品の概要 
粉末モニターノズルは、大量の消火剤を有効に遠方まで放射することができる機能を有するもの

で、近年巨大化した航空機格納庫内の大型航空機、シーバースのローディングアーム付近の防護

などを主に用いられます。 

 

４．操作方法 

4.1 操作手順 

 
 注 意 

防護対象物に対して風上の粉末モニターノズルを使用してください。 

1) 粉末モニターの種別に応じて、現場手動又は遠隔操作によりノズルの照準を定める。 

2) 起動装置を起動して、設備を起動させる。 

 

4.2 使用後の復旧方法 

この消火設備を使用した場合、火災の完全鎮火後に次の処置を行ってください。 

1) 粉末貯蔵容器ユニットを別途定める要領書に従い復旧する。 

2) 使用した粉末モニターノズルにキャップを取り付ける。 

 

 

 

 

 

 

①接続金具 
②パッキン 
③パイプ 
④保護パイプ 
⑤キャップ 
⑥止金具 
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[点検される方へ] 

５．点 検 

 
 注 意 

●消防法に定められている定期点検を必ず実施してください。異常が発見された場合、至急、弊社又は専
門業者へご連絡ください。 
●本粉末モニターノズルの設置及び復旧、点検は、消防設備士等の有資格者が行ってください。又、分解
整備は弊社又は専門業者にご用命ください。 
●本粉末モニターノズルは、火災及び点検時以外、絶対に手を触れないでください。 

 
5.1 定期点検（法定点検） 

 
 注 意 

●特定の防火対象物（消防法施行令別表第 1 号に掲げる防火対象物）に設置されている消火設備等の点
検は、定期的（機器点検は 6 ヶ月毎，総合点検は 1 年毎）に実施し、その結果を消防庁又は消防署長に
報告しなければなりません。（消防法第17 条の 3 の 3） 
また、特定の危険物施設に設置されている消防設備等は、消防法第 10 条第 4 項の技術上の基準に適
合しているかについて定期的（1 年に 1 回以上）に点検し、その点検記録を作成し、３年間保持しなけれ
ばなりません。（消防法第14 条の 3 の 2） 
従って、有資格者（消防設備士または消防設備点検資格者等）による法定点検を定期に実施してくださ
い。 
誤作動や不作動の原因となるとともに、消防法令違反として罰せられます。 
●点検の方法は、特定の防火対象物の場合は、昭和 50 年 10 月 16 日消防庁告示第 14 号の点検基準、
また、特定の危険物施設の場合は、平成 3 年 5 月 28 日消防庁通知消防危第 48 号の定期点検に関す
る指導指針に従うほか、本書の手順を遵守してください。誤作動や不作動の原因となります。 
●分解整備については3～5 年毎に実施されることをお勧めいたします。 

法定の点検基準，指導指針に従い、点検を行ってください。 
 
（１）機器点検要領 

1) 変形、損傷、腐食等がないことを確認してください。 

2) 粉末モニターノズルにキャップが取り付けてあることを確認してください。 
 
（２）総合点検要領 
試験用ガスを用いて、正常に作動することを確認してください。（復旧については、本取扱説
明書の 4.2 使用後の復旧方法を参照してください。） 

 
（３）分解整備 

弊社又は専門業者にご用命ください。 

 
5.2 日常点検 

1) 変形、損傷、腐食等がないことを確認してください。 

2) 粉末モニターノズルにキャップが取り付けてあることを確認してください。 

3) 粉末モニターノズル付近に旋回・俯仰を阻害するものや、放射の障害になるのもがないこ

とを確認してください。 

 
 注 意 

本製品の機能維持のため、法定点検以外にも本書の手順に従って日常的に点検を実施してください。 
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8.2 ターレットノズルコード表 

 

備考１．ターレットノズルのコード NO.は、配管施工計画図作成後に 

消火剤放射時の圧力損失計算を実施し決定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
FSG0608R0 

●お問い合わせ先 




